
P2	 令和７年度定時総会あいさつ
P3	 感謝状・表彰状受賞者紹介
P4	 令和６年度事業報告
	 令和７年度重点目標と事業計画
P5	 令和７年度定時総会を開催
P6	 新役員・専門部会員紹介
P7	 地区世話役・会員互助会役員紹介

P7	 退任役員紹介
P8~9	 会員のひろば
P10	 女性部会だより
	 安全・適正就業推進月間
P11	 就業会員を訪ねて
	 新入会員紹介
P12	 事務局からのお知らせ

―― 内 容 紹 介 ――

ホームページでもご覧いただけます。 山形市シルバー人材センター

令和７年度定時総会の様子（撮影 広報部）

159
正会員数1,184名　賛助会員 28個人・58団体（５月末現在）
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会
員
・
賛
助
会
員
並
び
に
ご
来
賓

の
皆
様
方
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
格
別
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
彰
受
賞
者
の
皆
様
、
こ

の
度
は
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
中
期
事
業
計
画
」
最
終

年
の
昨
年
度
は
、「
会
員
拡
大
」、

「
就
業
機
会
の
確
保
」「
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
」「
安
全
就
業
・
適
正
就

業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

十
一
月
施
行
の
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

法
」
へ
の
対
応
を
は
じ
め
と
す
る
諸

課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
「
会
員
拡

大
」
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
減

少
傾
向
か
ら
回
復
基
調
に
転
じ
、
年

度
末
会
員
数
は
一
、三
〇
〇
人
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
会
員
が
増

加
し
四
〇
一
名
、
全
体
の
三
十
・
八

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

請
負
事
業
に
つ
い
て
は
堅
調
に
推

移
し
、
契
約
額
が
五
億
円
を
超
え
て

お
り
、
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
に
つ
い

て
も
、
新
規
発
注
先
の
開
拓
に
重
点

的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
で
、
前

年
度
並
み
の
事
業
実
績
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
傷
害
事
故
・
損
害
事
故

が
八
件
と
近
年
で
は
最
も
多
い
件
数

に
な
っ
て
お
り
、
安
全
対
策
が
急
務

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
全
体
で
は
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
中
で
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
や
経
済

規
模
の
縮
小
、
地
域
社
会
の
担
い
手

不
足
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

高
年
齢
者
の
就
業
者
数
の
増
加
や
就

業
意
欲
の
高
ま
り
も
み
ら
れ
て
お
り
、

経
済
社
会
に
お
い
て
、
年
齢
に
関
わ

ら
ず
、
意
欲
や
能
力
に
応
じ
た
参
画

機
会
を
確
保
し
、
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
が
到
来
す
る
中
、

元
気
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
多
様

な
就
労
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

山
形
市
が
取
り
組
む
「
健
康
寿
命
」

の
延
伸
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
に
は
そ
の
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
策
定
し
た
「
第
四
次
中

期
事
業
計
画
」
の
基
本
理
念
「
健
康

で
『
生
き
が
い
』『
働
き
が
い
』
が

実
感
で
き
る　

山
形
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
」
の
も
と
、
高
齢
者
の

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
生
か
し
た
就

業
機
会
を
創
出
し
、
高
齢
者
の
「
生

き
が
い
」「
働
き
が
い
」
と
「
地
域

の
ニ
ー
ズ
」
を
結
ぶ
こ
と
で
、
会
員

の
皆
様
が
健
康
で
、
人
生
が
よ
り
豊

か
な
も
の
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
と
し
て
高
齢
者
並

び
に
地
域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
関

係
各
位
か
ら
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

理
事
長
　
斎
　
藤
　
武
　
弘

定
時
総
会
あ
い
さ
つ

令
和
七
年
度
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令和７年度令和７年度　感謝状・表彰状受賞者　感謝状・表彰状受賞者

３．会員表彰（55名）
　会員として、５年以上在籍し、積極的に就業に励み、その業績が顕著であり、正副班長の推薦を受けた
７０歳を超えた方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
第 ４ 地 区 渡　部　和　秀 滝 山 １ 地 区 遠　藤　文　子

〃 石　川　孝　吉 〃 鈴　木　健　治
〃 片　山　忠　悦 〃 三　浦　康　雄

第 ５ 地 区 樋　口　栄　寛 〃 落　合　直　義
〃 小山田　次　郎 〃 土　田　幸　子
〃 須　田　茂　樹 〃 樋　田　恭　子

第 ６ 地 区 結　城　多喜男 〃 岸　　　正　弘
〃 伊　藤　康　秀 〃 渡　部　幸　一

第 ７ 地 区 武　田　いく子 〃 後　藤　清　隆
〃 齋　藤　　　隆 〃 山　川　清　美
〃 奥　山　　　仁 滝 山 ２ 地 区 白　崎　　　康
〃 安孫子　由美子 〃 大須賀　健　二

西 地 区 大　竹　修　一 〃 柴　田　喜志子
〃 小　嶋　　　修 出羽・明治地区 安　川　　　宏

第 ９ 地 区 長谷川　とし子 金 井 地 区 田　中　和　子
〃 井　上　みち子 〃 武　田　俊　一

第 １０ 地 区 森　永　洋　子 〃 栗　原　米　子
〃 鈴　木　知　子 〃 鈴　木　きみよ
〃 佐　藤　吉　男 〃 髙　橋　善　美
〃 佐　藤　正　一 〃 花　等　久　子
〃 鬼　澤　正　典 〃 細　谷　俊　廣

鈴 川 ２ 地 区 伊　藤　由紀子 楯 山 地 区 古　瀬　治　光
〃 吉　野　美代子 南山形・本沢地区 尾　形　道　子
〃 髙　橋　　　譲 〃 悪　原　一　彦

鈴 川 ３ 地 区 加　藤　充　康 〃 小　林　輝　雄
千 歳 地 区 森　　　勝　彦 南 沼 原 地 区 成　田　　　厳
飯塚・椹沢地区 大　場　　　章 〃 若　居　　　徹
東 沢 地 区 髙　木　正　子

１.　役員表彰（３名）
　役員として、２期以上にわたりセンター発展に多大なる貢献し、退任される方

職　　　名 氏　　　名 職　　　名 氏　　　名
副 理 事 長 結　城　正　夫 監 　 　 　 事 佐　藤　利　彦
理 　 　 　 事 齋　藤　英　夫

２.　正副班長及び組長表彰（４名）
　地区班　正副班長及び組長として、５年以上在任し、退任される方

地　区　名 氏　　　名 地　区　名 氏　　　名
西 地 区 川　合　仁三郎 鈴 川 ３ 地 区 鹿　野　則　和
鈴 川 ３ 地 区 小　関　　　勝 金 井 地 区 志　藤　喜久雄
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　令和６年度は「山形市シルバー人材センター中期事業計画」の最終年度であり、「会員拡
大」「就業機会の確保」「シルバー派遣事業」「安全就業・適正就業」に取り組みました。会員
拡大については、中期事業計画の目標には達しなかったものの、コロナ禍の減少傾向から回復
基調に転じ、年度末会員数は１，３００人と
なりました。また、女性の会員数と比率
が増加し、女性会員数は４０１名、比率は
初めて３割を超えました。
　事業実績は、請負事業においては堅
調に推移し、契約金額は前年度より
３千３００万円増の５億３千万円となりま
した。派遣事業は、上期においては前年
度を下回る実績で推移しましたが、新規発注先の開拓に重点的に取り組んだことなどで、契約
金額は前年度対比４００万円増の１億４千１００万円となりました。（詳しくは令和７年度定時総会
議案書をご参照ください。）

　　令和６年度事業実績
項　目 ６年度実績 ５年度実績 比　較
正 会 員 数 1,300人 1,286人 14人
契 約 金 額 531,420千円 498,063千円 33,357千円
就業延人数 112,050人 110,912人 1,138人
受 託 件 数 5,056件 4,966件 90件
派 遣 事 業
契 約 金 額 141,424千円 137,270千円 4,154千円

　人口構造や高年齢者の就労確保をはじめとする就労環境も大きく変化する状況の中、シル
バー人材センターでは、会員の拡大や就業機会の確保に加えて、インボイス制度へのさらなる
対応、フリーランス法施行に関連した契約方法の見直し、公益法人認定法改正に則した財政運
営の柔軟化やガバナンスの充実など、今後も様々な課題への対応が必要となっています。
　当センターではこのたび、「健康で『生きがい』『働きがい』が実感できる　山形市シルバー
人材センター」を基本理念とする、「第４次中期事業計画」を策定いたしました。令和７年度
においても、「自主・自立、共働・共助」のシルバーの基本に立ち、高齢者の豊かな経験と知
識を生かした就業機会を創出し、高齢者の「生きがい」「働きがい」と「地域のニーズ」を結
ぶことで、会員が健康で、人生がより豊かなものとなるようサポートするとともに、公益社団
法人として地域社会の期待に応えることができるよう、会員並びに関係機関等と連携してセン
ターの事業を推進してまいります。
（詳しくは「第４次中期事業計画」並びに「令和７
年度定時総会議案書」をご参照ください。）

重点目標
１．会員の拡大と魅力あるセンターづくり
２．就業機会の拡充と会員の資質向上
３．安全就業と適正就業の推進
４．組織の充実と連携の強化
５．事業運営基盤の強化

令和７年度　重点目標と事業計画令和７年度　重点目標と事業計画

令和６年度　事 業 報 告令和６年度　事 業 報 告
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六
月
十
日
（
火
）
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

に
お
い
て
令
和
七
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

結
城
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
、
斎
藤
理
事
長
の
挨

拶
、
来
賓
各
位
の
挨
拶
後
、
引
き
続
き
感
謝
状
と
表

彰
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
務
局
よ
り
定
足
数
報
告
が
あ
り
、
出
席
者
九

七
名
、
委
任
状
に
よ
る
議
決
権
行
使
者
八
〇
五
名
、

合
せ
て
出
席
者
は
九
〇
二
名
と
な
り
、
会
員
総
数

一
、一
八
四
名
の
七
六
・
二
％
に
達
し
、
総
会
は
成
立

し
ま
し
た
。

　

議
長
に
髙
野
昭
英
会
員
（
西
部
地
区
）
を
選
出
し
、

議
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
事
項　

第
四
次
中
期
事
業
計
画
他
四
件
、
議

案
事
項
二
件
及
び
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
事
務
局

長
よ
り
議
案
の
主
旨
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
役
員
改
選

に
伴
う
新
理
事
・
新
監
事（
六
頁
参
照
）も
就
任
し
、

令
和
七
年
度
定
時
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
及
び
公
益
財
団
法
人
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律（
認
定
法
）の
改
正
に
伴
い
、
今
回
の
役

員
改
選
に
お
い
て
外
部
監
事
を
一
名
選
出
し
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
る
役
員
・
監
事
・
世
話
役
各
位
は
会
員

増
強
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
等
、
セ
ン
タ
ー
事
業
発

展
の
た
め
率
先
し
て
ご
尽
力
を
賜
り
大
き
な
成
果
を

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和７年度定時総会を開催令和７年度定時総会を開催

総会風景総会風景

世話役受賞者世話役受賞者役員受賞者役員受賞者

会員受賞者会員受賞者
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理　

事

�

岸
　
　
　
英
　
一

�

（
西
部
地
区
）

理　

事

�

原
　
田
　
好
　
雄

�

（
鈴
川
三
地
区
）

理　

事

�

岸
　
　
　
純
　
一

�

（
第
十
地
区
）

理　

事

�

齋
　
藤
　
　
　
隆

�

（
第
七
地
区
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理　

事

�

土
　
田
　
ト
ク
子

�
（
滝
山
一
地
区
）

理　

事

�

大
　
友
　
智
恵
子

�

（
山
寺
・
高
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地
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理　

事

�

髙
　
橋
　
眞
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�
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一
地
区
）

理　

事
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金
　
澤
　
忠
　
次

�

（
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監　

事

�

石
　
山
　
昌
　
之

�

（
千
歳
地
区
）

監　

事

�

武
　
田
　
吉
　
浩

�（
市
社
会
福
祉
事
業
団
推
薦
）

◎
は
部
会
長
お
よ
び
委
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長

○
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会
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《
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会

専
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部
会
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代
表
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�
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�
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石
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平
　
吹
　
史
　
成

�

（
市
推
薦
）

理　

事

�

髙
　
瀨
　
謙
　
治

�（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

理　

事

�

増
　
子
　
俊
　
昭

�

（
市
都
市
振
興
公
社
推
薦
）

理　

事

�

福
　
田
　
美
知
子

�

（
金
井
地
区
）

新
役
員
紹
介

《
広
報
部
会
》

�

◎
　
岸
　
　
　
純
　
一

�

○
　
齋
　
藤
　
　
　
隆

�

岩
　
井
　
洋
　
子

�

中
　
村
　
　
　
強

�

海
　
鉾
　
敏
　
広

�

小
　
林
　
好
　
一

�

高
　
橋
　
直
　
樹

《
女
性
部
会
》

�

◎
　
土
　
田
　
ト
ク
子

�

○
　
大
　
友
　
智
恵
子

�

伊
　
藤
　
美
喜
子

�

大
　
沼
　
美
智
子

�

遠
　
藤
　
久
　
子

�

斎
　
藤
　
一
　
枝

�

前
　
野
　
晴
　
美

《
安
全
就
業
推
進
委
員
会
》

�

◎
　
髙
　
橋
　
眞
　
一

�

○
　
金
　
澤
　
忠
　
次

�

小
　
関
　
誠
　
一

�

遠
　
藤
　
隆
　
吉

�

荒
　
井
　
裕
　
一

�

河
　
合
　
美
也
子

�

佐
　
藤
　
勝
　
雄

�

小
　
口
　
功
　
一

�

畠
　
中
　
美
栄
子

�

髙
　
瀨
　
謙
　
治
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監　

事�

那
　
須
　
　
　
博

�

（
第
六
地
区
）

監　

事�

岩
　
井
　
文
　
子

�

（
金
井
地
区
）

顧　

問�

斎
　
藤
　
武
　
弘

�

（
理
事
長
）

相
談
役�

石
　
川
　
一
　
幸

�

（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

地
区
名

班
長

副
班
長

組
長

地
区
名

班
長

副
班
長

組
長

第

一
髙
橋　
　

俊

滝
山
一
岩
城　

博
範
齊
藤　

鉄
治
本
木　

康
晴

第

二
佐
藤　

則
明
鈴
木　

靖
子
小
林　

敏
子

垂
石　

有
二

第

三
志
鎌　

一
夫
井
上　

光
夫
日
下
部　

武

鈴
木　

健
治

志
田　

健
司

菅
野　

正
由

第

四
鈴
木　

祐
子
冨
塚　

育
夫
志
田　
　

正
滝
山
二
沼
沢　

久
雄
宮
崎　

尚
之
大
谷　
　

稔

渡
邊　

智
雪

伊
藤　

則
雄

第

五
佐
藤　

武
則
脇
川　

清
道

星
野　

義
隆

第

六
伊
東　

義
雄
茅
野　
　

勲
河
田　
　

章
出
羽
・
明
治
長
谷
川
浩
二
石
山　

長
悦
阿
曽　

哲
朗

永
田　

文
男

高
橋　

正
光

渡
邉　
　

淳
金

井
田
中　

政
俊

加
藤　

政
吉

第

七
村
上　

宏
治
奥
山　
　

仁
井
上　

博
之

齊
藤　

喜
一

安
孫
子
由
美
子

鈴
木　
　

隆

西

細
谷　

孝
司

三
原　
　

隆

吉
田　

昌
弘

新
関　

敏
男

武
田　

貴
行

第

八
武
田　
　

満
狩
野　

敏
男
工
藤
健
二
郎

田
中　

和
子

髙
橋　

誠
一

原
田
金
兵
エ

第

九
遠
藤　

隆
吉
丸
子　

俊
信

大

郷
渡
邉　

一
男
佐
藤　

政
昭

第

十
佐
藤　

輝
夫
畠
山　

健
一
藤
田　

和
男
山
寺
・
高
瀬
安
孫
子　

保
斎
藤　

一
枝

土
屋　

吉
広
楯

山
中
村　
　

強

深
瀬　

啓
二
蔵

王
荒
井　

国
広
高
橋　

俊
二
相
澤　

忠
司

松
田　

英
一

関
野　

正
敏

鈴
川
一
渡
辺　
　

茂
荒
井
み
さ
子

志
田　

豊
昭

鈴
川
二
宮
林　

義
美
渡
辺　

永
次
設
楽　

芳
男

小
嶋　

隆
助

佐
藤　

義
範
南
山
形
・
本
沢

佐
藤　

勝
蔵
長
澤
榮
三
郎
阿
部　

良
一

髙
橋　
　

譲

古
頭　

修
一

木
村　

敏
明

古
内　

藤
一

鈴
川
三
大
久
保
義
信
土
屋　

清
太
佐
藤　

和
秀

佐
藤　
　

正

森
谷　

文
敏

横
山　

俊
昭

川
合　

研
治
南
沼
原
加
藤　
　

裕
成
田　
　

厳
齋
藤　

知
行

原
田　

好
雄

丸
谷　

茂
和

千

歳
仁
藤　

政
司

東
海
林
静
雄

大
嶋　

亮
爾

稲
村　

秀
韶

赤
城　
　

博

矢
田
目
喜
祥

會
田　

建
一

飯
塚
・
椹
沢
佐
藤　

勝
雄
横
尾　

悦
郎
金
子　

宜
弘

中
嶌　
　

寛

東

沢
江
口　

誠
一
板
垣
源
太
郎
武
田　

政
弘

折
原　

昭
悦

加
藤　

洋
一

折
原　

恒
蔵

西

部
太
刀
川　

弘
渡
邊　

幸
夫
加
藤　

栄
作

会　

長�

伊
　
東
　
義
　
雄

�

（
第
六
地
区
）

副
会
長�

結
　
城
　
正
　
夫

�

（
滝
山
一
地
区
）

幹　

事�

梁
　
川
　
　
　
隆

�

（
第
六
地
区
）

幹　

事�

佐
　
藤
　
輝
　
夫

�

（
第
十
地
区
）

幹　

事�

會
　
田
　
弘
　
子

�

（
第
六
地
区
）

幹　

事�

橋
　
本
　
雄
　
司

�

（
鈴
川
二
地
区
）

幹　

事�

小
　
関
　
誠
　
一

�

（
南
沼
原
地
区
）

幹　

事�

大
　
沼
　
真
喜
子

�

（
西
部
地
区
）

幹　

事�

福
　
田
　
美
知
子

�

（
金
井
地
区
）

会
員
互
助
会
幹
事

地
区
世
話
役

会
員
互
助
会
顧
問
・
相
談
役

退
任
役
員
紹
介

退
任
役
員
紹
介

　
―
長
い
間

�

お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
―

�

副
理
事
長　

結
　
城
　
正
　
夫

�

理　
　

事　

齋
　
藤
　
英
　
夫

�

理　
　

事　

松
　
浦
　
雄
　
大

�

理　
　

事　

渋
　
谷
　
誠
　
一

�

理　
　

事　

山
　
泉
　
晶
　
子

�

監　
　

事　

佐
　
藤
　
利
　
彦 
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今
、
お
米
の
値
段
が
高
騰
し
て
家

計
も
大
変
で
す
。
お
米
を
少
し
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。「
米
」
と
い
う

漢
字
が
八
十
八
と
書
く
の
は
、
八
十

八
回
の
手
が
掛
か
る
か
ら
だ
そ
う
で

す
。
加
賀
百
万
石
、
最
上
五
十
七
万

石
と
い
う「
石こ

く

」は
今
で
は
使
わ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
一
石
が
十
斗
で

あ
り
百
升
で
あ
り
千
合
で
あ
る
こ
と

は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
一
石
＝
一
五
〇
㎏
＝
一

八
〇
ℓ
＝
米
二
・
五
俵
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
お
米
一
合
の
単
位
は
ど

う
や
っ
て
決
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

昔
は
一
日
二
食
だ
っ
た
の
で
、
一

日
三
合
を
食
べ
る
と
し
ま
す
。
江
戸

時
代
は
太
陰
暦
で
一
年
三
百
六
十
日
、

×
三
合
で
千
八
十
合
と
な
る
。
こ
れ

は
約
一
石
（
千
合
）
で
す
。
一
石
あ

れ
ば
一
年
は
十
分
食
べ
て
い
け
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昔
、
一
反
は
三
百
六
十
坪
で
、
コ

メ
の
一
年
間
の
収
穫
量
も
今
よ
り
少

な
く
約
一
石
で
し
た
。（
太
閤
検
地

で
一
反
は
三
百
坪
に
な
っ
た
よ
う
で

す
）
つ
ま
り
一
坪
の
収
穫
量
は
一
人

の
人
間
が
一
日
で
食
べ
る
米
の
量

だ
っ
た
の
で
す
。
要
は
一
人
の
人
間

が
一
年
で
食
べ
る
米
の
量
を
基
準
に

し
て
、
一
回
で
食
べ
る
量
の
単
位
が

「
合
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、

私
見
で
す
が
思
い
ま
す
。
そ
し
て
一

石
の
米
の
代
金
が
時
代
で
価
値
が
変

わ
り
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
一
両
が
目

安
で
し
た
。
私
た
ち
は
先
人
た
ち
に

教
え
ら
れ
る
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
伝
え
て
い
く
の
も
仕
事
で
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
優
勝
は
、

「
集
中
力
」
と
「
ラ
イ
ン
の
取
り

方
」
を
課
題
に
持
っ
て
取
り
組
ん
だ

成
果
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
視
線
と
体

幹
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

エ
ア
ー
ス
イ
ン
グ
で
得
た
自
分
の

フ
ォ
ー
ム
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状

態
で
自
然
な
体
感
を
調
整
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
投
球

に
対
す
る
自
信
が
深
ま
り
、
よ
り
良

い
し
っ
か
り
転
が
せ
る
リ
リ
ー
ス
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
次
に
、
板
目
の
感
覚
を
数
値

化
し
て
敏
感
に
読
み
解
く
こ
と
が
鍵

に
な
り
ま
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、
ボ
ー
ル
が
ど
の

よ
う
に
レ
ー
ン
上
を
進
み
転
が
る
か

を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
脱
力
ス
イ
ン

グ
を
実
践
す
る
こ
と
で
リ
ズ
ム
感
や

集
中
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
感
覚
を
日
頃
の
練
習
で

磨
く
こ
と
で
、
投
球
の
精
度
が
高
め

ら
れ
よ
り
戦
略
的
な
投
球
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
要
素
を
意
識
し
な
が

ら
今
大
会
に
臨
ん
だ
こ
と
で
、
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

集
中
力
を
高
め
な
が
ら
ラ
イ
ン
イ

メ
ー
ジ
を
明
確
に
持
つ
こ
と
で
、
結

果
と
し
て
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
次
回
は
マ
イ
ナ
ス
六

〇
ピ
ン
の
ハ
ン
デ
で
す
が
、
三
連
覇

を
目
指
し
真
剣
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
二
地
区

金
澤
　
忠
次

三
連
覇
を
め
ざ
し
て

滝
山
一
地
区

結
城
　
正
夫

お
米
〔
寄
稿
〕
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
て
、
今
年
で
十
年
目
に
入
り
ま

し
た
。

　

最
初
に
紹
介
さ
れ
た
仕
事
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
だ
っ
た
の
で
、
お
休
み

が
少
な
く
、
家
族
と
一
緒
に
出
掛
け

る
こ
と
も
な
か
な
か
出
来
ず
、
友
人

と
ラ
ン
チ
に
行
く
こ
と
も
あ
ま
り
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
職
種
が
変
わ
り
、
十
分
休
み

が
あ
る
の
で
、
や
っ
と
前
か
ら
行
き

た
か
っ
た
鉄
道
の
旅
が
で
き
る
と
思

い
、
予
定
を
立
て
ま
し
た
。

　

連
休
を
利
用
し
、
三
陸
鉄
道
の
旅

を
計
画
し
ま
し
た
。
青
森
の
八
戸
ま

で
行
き
、
三
陸
鉄
道
に
乗
り
、
ゆ
っ

く
り
と
海
岸
を
見
て
、
楽
し
む
予
定

を
立
て
ま
し
た
。

　

行
き
と
帰
り
の
電
車
と
、
見
学
し

た
い
場
所
を
二
～
三
ヶ
所
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り

の
予
定
を
組
み
、
急
が
ず
、
ゆ
っ
く

り
旅
を
す
る
こ
と
を
目
標
に
楽
し
ん

で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
さ
ん
と

一
緒
に
、
元
気
で
仕
事
を
し
、
東
北

の
旅
を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

十
年
以
上
前
、「
じ
と
ば
」
と
い

う
名
の
山
野
草
を
知
人
か
ら
も
ら
っ

た
。
固
い
緑
の
ツ
ン
ツ
ン
と
髭
の
よ

う
な
葉
だ
っ
た
。
黄
色
の
可
愛
い
花

が
二
輪
、
葉
の
間
か
ら
顔
を
の
ぞ
か

せ
て
い
た
。
毎
年
、
春
に
な
れ
ば
咲

く
も
の
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
あ

ま
り
記
憶
に
な
い
。
春
先
か
ら
初
夏

の
、
色
と
り
ど
り
の
花
々
の
ほ
う
に

だ
け
、
心
が
向
い
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
今
年
、
一
輪
花
を
咲
か
せ

た
の
だ
。
二
年
前
、「
紫
つ
ゆ
草
」

と
「
お
き
な
ぐ
さ
」
を
「
じ
と
ば
」

の
鉢
に
仲
間
入
り
さ
せ
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
施
設
巡
り

で
、
野
草
園
へ
行
っ
た
時
の
お
み
や

げ
だ
っ
た
。
花
は
す
で
に
終
わ
っ
て

い
た
の
で
、
来
年
は
咲
か
せ
た
い
と
、

土
を
増
し
て
固
形
肥
料
も
与
え
た
。

　

翌
年
、「
つ
ゆ
草
」
が
、
気
品
の

あ
る
紫
色
で
咲
い
て
く
れ
た
。
本
当

は
、
長
い
名
で
も
う
一
種
植
え
た
の

だ
が
、
根
付
か
ず
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
ホ
ワ
イ
ト
レ
ー
ス
○
○
○
○
」
と

い
う
名
だ
っ
た
か
も
。

　

け
れ
ど
、
今
年
は
「
じ
と
ば
」
が

咲
い
た
。
他
の
二
つ
も
株
が
増
え
た

り
、
根
元
も
太
く
な
っ
た
。
と
て
も

楽
し
み
に
な
っ
て
き
た
。

　

今
さ
ら
な
が
ら
、「
じ
と
ば
」
の
正

式
名
を
調
べ
る
と
、「
春
蘭
」
通
称

「
ジ
ジ
バ
バ
」
と
あ
っ
た
。
花
の
下

部
が
、
お
じ
い
さ
ん
の
白
髭
に
似
て

い
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
る
ら
し
い
。

　

縁
起
が
良
さ
そ
う
だ
。
春
の
出
番

待
ち
の
山
野
草
た
ち
が
、
毎
年
、
楽

し
み
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

第
九
地
区

那
須
　
満
子

鉄
道
の
旅
を
楽
し
ん
で

金
井
地
区

菱
河
　
美
子

「
じ
と
ば
」
と
の
出
会
い緑の葉が、朝の光で黄色に緑の葉が、朝の光で黄色に

映りました映りました
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令
和
六
年
度
は
、
事
故
ゼ
ロ
を
目

標
に
事
故
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
就

業
中
に
八
件
の
事
故
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
内
訳
と
し
て
傷
害
事
故
が

五
件
で
、
そ
の
他
草
刈
り
作
業
中
の

刈
払
機
に
よ
る
物
損
事
故
が
三
件
で

し
た
。

　

本
年
度
は
、会
員
各
自
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
緊
張
感
を
持
っ
て
事
故
防

止
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

会
員
の
方
が
健
康
で
就
業
出
来
ま

す
よ
う
に
、
事
故
の
発
生
し
た
就
業

場
所
を
中
心
と
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
や

各
地
区
班
及
び
、
職
群
班
と
と
も
に

連
携
協
力
を
密
に
し
、
事
故
防
止
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は「
全
国
安
全
・
適

正
強
化
月
間
」と
し
て
一
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
全
シ
協
・
各
地

区
Ｓ
Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
強
化
月
間
の
取
り
組
み
事
項
】

一　
安
全
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

二�　
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
活
動
の
推
進

　

◦�

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
、
不
定
期
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

◦�

安
全
保
護
具
の
完
全
着
用
の
徹

底（
安
全
帽
・
安
全
帯
等
の
装
着
）

　

◦�

機
械
器
具
、
安
全
保
護
具
の
点

検
整
備

　

◦�

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
の
携
帯
徹
底

三　
安
全
意
識
高
揚
策
の
充
実

　

◦�

安
全
標
語
の
募
集
と
優
秀
作
品
の

表
彰
及
び
安
全
講
習
会
の
開
催

　

◦�

事
故
再
発
防
止
対
策
の
徹
底

　

◦�

「
重
大
事
故
速
報
」
や
「
安
全

就
業
推
進
委
員
会
だ
よ
り
」
の

発
行
で
再
発
防
止
の
喚
起

四　
会
員
の
健
康
管
理
意
識
高
揚

　

◦�

総
合
健
康
診
断
の
受
診
を
推
奨

五　
就
業
途
上
の
交
通
事
故
防
止

　

今
年
二
月
に
、
市
長
よ
り
市
の
児

童
福
祉
関
係
者
の
方
々
、
施
設
の
方
、

セ
ン
タ
ー
理
事
長
、
課
長
出
席
の
中
、

代
表
で
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
十
月
に
シ
ル
バ
ー
の
文
化
祭
で

三
日
間
、
女
性
部
会
員
が
バ
ザ
ー
を

開
催
し
そ
の
売
上
金
三
万
円
と
タ
オ

ル
五
十
枚
を
十
二
月
に
児
童
養
護
施

設
に
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
感

謝
状
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
、
バ
ザ
ー
へ
の

ご
協
力
、
一
年
を
通
し
て
未
使
用
の

タ
オ
ル
を
寄
付
い
た
だ
い
た
中
か
ら

選
び
ま
し
た
。
施
設
へ
の
寄
付
は
今

年
で
十
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
長
き

に
亘
り
先
輩
方
が
続
け
て
こ
ら
れ
た

奉
仕
活
動
と
携
わ
っ
た
方
々
に
敬
意

と
心
か
ら
の
感
謝
を
し
な
が
ら
今
年

も
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
浴
で
使
用
し
て
も
ら
い
た
い
と

可
愛
ら
し
い
絵
柄
の
タ
オ
ル
、
バ
ス

タ
オ
ル
と
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
に

は
、
年
末
の
大
掃
除
に
使
い
や
す
い

ハ
ン
ド
タ
オ
ル
を
と
、
笑
い
声
で
賑

や
か
に
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
姿
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
箱
に
詰
め
ま

し
た
。

　

後
日
、
施
設
長
よ
り
お
礼
の
お
言

葉
と
体
調
不
良
時
の
児
童
の
楽
し
み

に
と
、
寄
付
金
で
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
四
台
購
入
し
て
さ
っ
そ
く
活

用
し
て
い
る
そ
う
で
余
暇
環
境
が
充

実
し
、
楽
し
い
冬
休
み
を
過
ご
し
た

よ
う
で
す
。一
緒
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ

ヤ
ー
の
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
の
善
意
が

楽
し
い
生
活
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と

に
嬉
し
く
思
い
、
ま
た
、
女
性
部
会

も
皆
様
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
こ
れ
か

ら
も
共
に
活
動

を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間

安
全
就
業
推
進
委
員
会
　
委
員
長
　
髙
橋
　
眞
一

令
和
七
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

�

「
安
全
は
　
無
理
せ
ず
　
焦
ら
ず
　
油
断
せ
ず
」

女
性
部
会
長
　
土
田
ト
ク
子

女
性
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
だ
よ
り

こちら４台を購入させていただきましたこちら４台を購入させていただきました
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就業会員を訪ねて就業会員を訪ねて

　

山
形
市
立
南
小

学
校
の
西
側
約
二

百
五
十
ｍ
の
閑
静

な
住
宅
街
の
一
角

に
「
Ｊ
Ａ
や
ま
が

た
福
祉
セ
ン
タ
ー

青
田
」
が
あ
り
ま

す
。
毎
日
、
二
十

人
か
ら
三
十
人
ほ

ど
の
方
々
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
佐
藤
さ
ん
は
車
の
二

種
免
許
も
お
持
ち
で
、
現
役
時

代
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、

週
五
日
、
朝
夕
の
二
回
、
利
用

者
の
方
の
送
迎
業
務
に
当
た
ら

れ
て
い
ま
す
。
一
週
間
に
約
二

十
時
間
の
勤
務
で
す
。

　

仕
事
は
、
送
迎
の
車
の
運
転

と
利
用
者
の
方
が
乗
降
す
る
際

の
介
助
に
加
え
、
送
迎
車
の
清

掃
点
検
等
も
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
常
日
頃
、
命

を
預
か
る
責
務
と
利
用
者
の

方
々
の
体
の
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
、
十
分
な
配
慮
を
す
る
こ

と
を
心
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

法
定
速
度
順
守
は
も
ち
ろ
ん
、

道
路
状
況
や
天
候
に
応
じ
た
適

正
速
度
で
、
急
ブ
レ
ー
キ
な
し
、

衝
撃
な
し
の
優
し
い
運
転
と
、

利
用
者
の
お
年
寄
り
の
方
々
に

負
担
を
か
け
な
い
快
適
な
運
転

に
心
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
私
た
ち
も
見
習
わ
な
く
て

は
と
思
い
ま
す
。

　

「
職
場
の
職
員
の
方
々
は
和

気
あ
い
あ
い
で
和
や
か
で
、
報

連
相
も
確
実
な
の
で
、
い
つ
も

笑
顔
で
働
け
る
こ
と
に
大
き
な

喜
び
を
感
じ
る
。」
と
佐
藤
さ

ん
は
笑
顔
で
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。

�

（
取
材　

広
報
部
）

佐藤　修士
ＪＡやまがた福祉センター青田

新
入
会
員
紹
介

第

一

地

区�

岡
崎　

啓
子

�

鈴
木　

幸
一

第

二

地

区�

会
田　

泰
人

�

齋
藤　

喜
一

�

武
田　
　

港

�

石
橋
千
恵
子

�

庄
司　
　

充

第

三

地

区�

鈴
木　

泰
夫

第

五

地

区�

高
橋　
　

孝

�

江
口　
　

博

�

安
達　

啓
子

第

六

地

区�

鈴
木　

恭
彦

�

梅
津　

須
美

第

七

地

区�

本
多　
　

淳

�

竹
田
き
よ
子

西

地

区�

高
橋　

壮
治

�

五
十
嵐
悦
子

�

丹
野　
　

肇

�

佐
藤　

文
男

第

八

地

区�

高
橋　

俊
廣

�

大
場　

敦
子

第

十

地

区�

真
木　

国
夫

�

佐
藤　

則
子

�

阿
部
眞
一
郎

�

吉
田　

典
子

鈴
川
一
地
区�

荒
井
三
千
男

�

荒
井　

昌
俊

�

森
谷
せ
つ
子

�

小
玉　

康
史

鈴
川
二
地
区�

井
上
さ
よ
子

�

古
頭　

英
明

�

渡
邊　

憲
二

�

武
藤　
　

健

鈴
川
三
地
区�

中
村　

昭
秀

千

歳

地

区�

遠
藤　

保
夫

�

粟
野　

縫
子

�

門
脇　
　

徹

飯
塚
・
椹
沢
地
区�

木
村　

正
志

�

推
名　

恵
子

東

沢

地

区�

八
巻
た
か
子

�

長
沼　

正
美

滝
山
一
地
区�

行
仕　

和
子

�

武
田　

武
志

滝
山
二
地
区�

石
山
千
賀
子

�

佃　
　
　

弘

�

丹　
　
　

正

�

阿
部　

正
男

出
羽
・
明
治
地
区�

黒
沼
シ
ズ
子

�

森
谷　

勇
治

�

川
田　

信
幸

金

井

地

区�

齋
藤　

勝
己

�

佐
藤　

正
秀

�

阿
部　
　

恵

�

檜
野　

静
子

山
寺
・
高
瀬
地
区�

滝
口　

吉
郎

楯

山

地

区�

中
野　

眞
市

�

佐
藤　

栄
七

蔵

王

地

区�

髙
橋
智
栄
子

�

齋
藤　

智
子

�

齋
藤　

啓
子

�

大
楽　

保
男

�

鈴
木　

藤
三

�

寒
河
江
惠
子

�

高
橋　

和
子

�

米
屋　

幸
美

南
山
形
・
本
沢
地
区�

安
部　

啓
一

�

西
田　
　

衛

�

黒
田　

栄
治

�

鈴
木　
　

浩

�

小
笠
原
広
美

�

三
沢　

則
子

南
沼
原
地
区�

滝
口
ケ
イ
子

�

丹
野
美
奈
子
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訃
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

�

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

南
沼
原
地
区

　

笹
原　

秀
昭
さ
ん
（
七
十
三
歳
）

あ と が き
　

「
巨
人
・
大
鵬
・
卵
焼
き
」
は
、

会
員
の
多
く
が
小
中
学
生
の
頃
に

子
供
が
好
き
な
も
の
と
し
て
流

行
っ
た
言
葉
で
す
が
、
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
高
度
経
済
成
長
期
の

真
っ
只
中
、
巨
人
軍
で
大
活
躍
し

た
名
選
手
、
長
嶋
茂
雄
氏
が
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
氏
は
現
役
引

退
後
も
、
野
球
を
通
し
て
人
々
に

勇
気
・
笑
顔
・
元
気
に
明
る
く
な

れ
る
優
し
い
言
葉
と
茶
目
っ
気
の

あ
る
振
る
舞
い
で
、
野
球
フ
ァ
ン

に
留
ま
ら
ず
多
く
の
人
達
が
前
向

き
に
な
れ
る
希
望
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
黄
泉
の
国

で
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

　

今
号
は
、
定
時
総
会
の
記
事
を

中
心
に
、
新
役
員
・
地
区
世
話
役

の
紹
介
な
ど
、
増
ペ
ー
ジ
し
て
掲

載
し
ま
し
た
。
広
報
部
員
も
交
代

期
で
、
次
号
よ
り
三
名
の
メ
ン

バ
ー
が
入
れ
代
わ
っ
て
の
発
行
と

な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
皆
様
か

ら
の
投
稿
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
今
年
の
夏
も
、
平
年
よ
り

も
高
い
気
温
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
熱
中
症
対
策
に
留
意
し
な
が

ら
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

�

（
Ｔ
・
Ｓ
）

■
配
分
金
支
払
日

　

七
月
十
八
日（
金
）

　

八
月
二
十
日（
水
）

　

九
月
十
九
日（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧

誘
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

七
月
一
日（
火
）　

十
日（
木
）

　
　
　

二
十
二
日（
火
）

　

八
月
四
日（
月
）　

十
八
日（
月
）

　
　
　

二
十
六
日（
火
）

　

九
月
四
日（
木
）　

八
日（
月
）

　
　
　

二
十
五
日（
木
）

■
就
業
相
談
日（
午
後
一
時
三
十
分
）

　
（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

七
月
九
日（
水
）

　

八
月
六
日（
水
）

　

九
月
十
日（
水
）

　
※�

就
業
相
談
の
受
付
は
午
後
一
時

十
五
分
か
ら
で
す
。

　
　�

予
約
等
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
緊
急
連
絡
先

〇
九
〇

－

六
二
五
五

－

五
三
〇
二

　

土
日
・
祝
日
に
事
故
等
が
発
生

し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
先
で
す
。

　
ま
た
、
会
員
証
と
一
緒
に
お
渡

し
す
る
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
就

業
の
際
必
ず
携
帯
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
地
域
の
総
合
健
診
は

�

必
ず
受
け
よ
う
！

　

健
康
で
な
け
れ
ば
良
い
仕
事
は

で
き
ま
せ
ん
。各
地
区
の
総
合
健
診

を
受
診
し
て
、健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

常
務
理
事
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務
局
長�

石
川　

一
幸

業
務
課
長�

菅
野　

千
春

業
務
係

主
任�

原
田　

弘
之

主
事�

小
澤　
　

亮

嘱
託
職
員�

平
田　

悦
一

嘱
託
職
員�

奥
山　

専
弘

嘱
託
職
員�

平
澤　

彩
佳

総
務
係

係
長�

斎
藤　

康
子

嘱
託
職
員�

後
藤
可
南
子

嘱
託
職
員�

佐
藤　

裕
美

令
和
七
年
二
月
よ
り

　

主
事

�
小
澤
　
　
亮

事
務
局
紹
介

新
事
務
局
職
員
紹
介

お
知
ら
せ
と

�

お
願
い
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〇
二
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E
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ


